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1. はじめに 
ブレインインタフェースとして、脳波による意思伝

達が望まれている。重度の構音障害者など言葉の発声

ができない人のために、発声したい言葉の想起により

生じる脳波で想起音声の認識の研究が行われている。

例えば、神崎らは統計的パターン認識技術を用いて想

起音声の脳波から約 36%の母音認識率を得ている[1]。

また、Matsumoto ら[2]、および Morooka ら[3]は想起

音声データの母音対（2 クラス）に対して約 80%の認

識率を得ている。我々は脳波から抽出する特徴パラメ

ータについて検討した結果を報告する。 

 

2. 母音想起時の脳波の測定 

 脳波の測定には、Emotiv社のEPOCを用いて、図1に示

す、14 箇所の 14 チャンネルの脳波を測定した。被験者は

成人男性２名である。被験者には開眼状態で、発声したい

言葉を口唇等の構音器官を動かさないで、発声している積

りで５母音を各２秒程度想起してもらった。各５母音を１セッ

トとして、20 セット収録した。 

 
図１．脳波計の測定位置 

 

3. 脳波の分析と特徴パラメータ 

脳波の分析条件は、128Hz サンプリング、分析窓長（フ

レーム長）は16サンプル、フレームシフト長8サンプルで離

散フーリエ変換を行い低次の３次元、４次元、5 次元の振

幅スペクトルを特徴パラメータとして使用した。また同時に

得られる切り出し区間に不変な正規化位相スペクトルθ

(ω)から｛cosθ(ω)、sinθ(ω)｝の 6 次元、8 次元、10 次元

の相対位相情報[4][5]を求めた。 

脳波に重畳している雑音除去のために注目するチャン

ネル近辺の 3 チャンネルを用いて独立成分分析の前処理

も行った[6]。 

4.  脳波からの母音認識実験 
各母音 20 個の想起音声のうち 15 個を学習、5 個をテス

トデータとして用いた。各想起音声の 1.5 秒から 23 フレー

ム、合計 23×15＝345 フレームを用いて各母音ごとに 8混

合の混合ガウス分布(GMM)を学習した。各被験者のテスト

データ 5 個×5 母音＝25 個に対しては、23 フレームの

GMM尤度の総和で、想起音声毎に母音を認識した。 

母音想起時の脳波による母音認識実験結果を表１に示

す(紙数の関係で低次 4次元の場合だけの結果)。表から、

独立成分分析の前処理適用の効果（太字のチャンネルは

ICA 前に使用したチャンネル）、および相対位相情報が振

幅スペクトルと同程度の有用性があることなどが分かる。こ

れらの併用により、二人の被験者ともに 60%の母音認識率

を得ることができた。 
       表 1 母音認識実験結果 
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